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１．2023年３月期第３四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 38,115 8.9 2,778 23.1 2,818 37.3 1,671 21.5

2022年３月期第３四半期 34,985 ― 2,256 △6.5 2,053 △11.8 1,375 △8.9
(注) 包括利益 2023年３月期第３四半期 3,189百万円( 38.3％) 2022年３月期第３四半期 2,305百万円( 25.7％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第３四半期 161.90 ―

2022年３月期第３四半期 133.27 ―

(注)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年３月31日)等を前第１四半期連結会計期間の期首から
適用しており、2022年3月期第３四半期に係る売上高については、当該会計基準等を適用した後の数値となって
おり、対前年同四半期増減率は記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期第３四半期 124,419 48,140 36.1 4,346.35

2022年３月期 123,425 45,558 34.5 4,127.33
(参考) 自己資本 2023年３月期第３四半期 44,868百万円 2022年３月期 42,608百万円
　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 ― 25.00 ― 30.00 55.00

2023年３月期 ― 25.00 ―

2023年３月期(予想) 31.00 56.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　　

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 51,300 9.7 3,300 9.9 3,200 20.5 1,850 0.9 179.20
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、（添付資料）８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注
記事項 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期３Ｑ 11,344,181株 2022年３月期 11,344,181株

② 期末自己株式数 2023年３月期３Ｑ 1,020,944株 2022年３月期 1,020,692株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期３Ｑ 10,323,374株 2022年３月期３Ｑ 10,323,675株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報
（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　①当第３四半期連結累計期間の概況

当社グループの当第３四半期連結累計期間（2022年４月1日～2022年12月31日）におけるわが国経済は、新型コロ

ナウイルス感染症への行動制限が緩和され、社会経済活動の正常化が進む中、緩やかな景気の持ち直しの動きがみ

られました。一方でウクライナ情勢の長期化や資源価格の高騰に伴う物価上昇、急激な円安等、先行き不透明な状

況が続いております。

このような状況下におきまして、当社グループの経営成績は、一昨年８月に開業したＫＡＢＵＴＯ ＯＮＥや昨年

４月に100％連結子会社となった(株)シンヨウ・ロジの寄与等があり、売上高は381億15百万円（前年同期比8.9％

増）、営業利益は27億78百万円（同23.1％増）となりました。経常利益は受取配当金の増加や支払利息の減少等に

より28億18百万円（同37.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は16億71百万円（同21.5％増）となりまし

た。

　②セグメント別の概況

<物流部門>

物流部門では、国内業務において、コロナ禍における行動制限が緩和され社会経済活動の正常化が進む中、業

務用飲料等の荷動きが回復基調となり、更に前期に獲得した新規荷主も業績に寄与いたしました。国際業務にお

いても行動制限の緩和が進む中、海外引越を中心として取扱い件数は前年同期を上回りました。また、昨年４月

に100％連結子会社となった(株)シンヨウ・ロジも堅調な業績となりました。この結果、売上高は184億２百万円

（前年同期比11.5％増）となり、営業利益は20億59百万円（同16.6％増）となりました。

<食品部門>

食品部門においても、社会経済活動の正常化が進む中、外食業界の需要は回復基調となり、量販店向けの販売

も堅調に推移し、量販・外食向けである精米販売は46千玄米トン（前年同期比13.2％増）となりました。玄米販

売は米価の先高感により令和３年産米が堅調な販売となり、令和４年産の需給も締まり、他卸売業者や一般小売

店が積極的に調達したこと等により、18千玄米トン（同10.2％増）となり、総販売数量は64千玄米トン（同12.4

％増）となりました。この結果、売上高は154億38百万円（前年同期比5.2％増）となり、営業利益は、昨年２月

に稼働した印西精米センターの減価償却費の費用増はあったものの、棚卸資産評価損の費用減等により77百万円

（同1.9％増）となりました。

<情報部門>

情報部門では、常駐型ビジネスでの汎用機基盤の開発、運用業務の新規獲得、拡大等により、売上高は11億92

百万円（前年同期比3.9％増）となりました。また、営業利益は開発の内製化を進めたことや前期に実施したグル

ープシステム基盤構築のシステム投資費用の費用減もあり33百万円（前年同期は０百万円）となりました。

<不動産部門>

不動産部門では、一昨年８月にＫＡＢＵＴＯ ＯＮＥが開業したこと等により、売上高は30億81百万円（前年

同期比15.9％増）となりました。また、営業利益は前期に計上したＫＡＢＵＴＯ ＯＮＥの不動産取得税等の費

用減もあり15億49百万円（同36.1％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産

資産合計は、食品部門の販売による棚卸資産の減少や減価償却による有形固定資産の減少等がありましたが、の

れんの発生による無形固定資産の増加や時価評価による投資有価証券の増加等から、前連結会計年度末比９億94百

万円増加し、1,244億19百万円となりました。

②負債

負債合計は、返済による有利子負債の減少等から、前連結会計年度末比15億87百万円減少し、762億79百万円とな

りました。

③純資産

純資産合計は、配当金の支払による利益剰余金の減少がありましたが、親会社株主に帰属する四半期純利益の計

上やその他有価証券評価差額金の増加等から、前連結会計年度末比25億82百万円増加し、481億40百万円となりまし
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た。

　 この結果、自己資本比率は36.1％（前連結会計年度末は34.5％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期累計期間の連結業績は、売上高については物流部門では堅調に推移したものの、食品部門において量

販店への精米販売数量が計画未達だったこと等により計画を下回りました。一方、営業利益及び経常利益は物流部門

や不動産部門が堅調に推移したことにより業績計画を上回りました。更に営業外収益における受取配当金の増加等も

あり、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益についても業績計画を上回りました。

2023年３月期通期連結業績予想につきましては、食品部門における精米販売数量の計画未達や物流部門における物

価上昇等による作業コストや修繕コストの増加等が懸念されるものの、物流部門や不動産部門は堅調に推移すると見

込み、2022年11月4日に公表した連結業績予想は据え置いております。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,459 7,518

受取手形、売掛金及び契約資産 6,225 6,521

棚卸資産 1,568 789

その他 4,774 3,898

貸倒引当金 △2 △0

流動資産合計 20,025 18,727

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 27,401 26,479

土地 50,433 50,573

その他（純額） 8,824 8,504

有形固定資産合計 86,660 85,557

無形固定資産 982 1,917

投資その他の資産

投資有価証券 14,229 16,113

その他 1,403 2,024

貸倒引当金 △36 △36

投資その他の資産合計 15,596 18,101

固定資産合計 103,239 105,576

繰延資産 160 115

資産合計 123,425 124,419

負債の部

流動負債

営業未払金 2,506 2,298

短期借入金 5,141 4,100

1年内返済予定の長期借入金 5,264 5,279

1年内償還予定の社債 901 7,711

その他 3,525 4,052

流動負債合計 17,339 23,443

固定負債

社債 23,331 16,011

長期借入金 21,522 21,002

環境対策引当金 2 -

退職給付に係る負債 1,622 1,603

資産除去債務 2,334 2,396

その他 11,715 11,821

固定負債合計 60,527 52,836

負債合計 77,867 76,279
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 10,555 10,555

資本剰余金 3,747 3,747

利益剰余金 22,379 23,480

自己株式 △2,234 △2,234

株主資本合計 34,448 35,549

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,304 6,381

繰延ヘッジ損益 - 76

土地再評価差額金 2,872 2,872

退職給付に係る調整累計額 △17 △12

その他の包括利益累計額合計 8,159 9,318

非支配株主持分 2,950 3,272

純資産合計 45,558 48,140

負債純資産合計 123,425 124,419
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

営業収益 34,985 38,115

営業原価 30,579 32,541

営業総利益 4,405 5,573

販売費及び一般管理費 2,149 2,794

営業利益 2,256 2,778

営業外収益

受取配当金 343 456

その他 8 21

営業外収益合計 351 477

営業外費用

支払利息 440 371

その他 113 66

営業外費用合計 554 437

経常利益 2,053 2,818

特別利益

固定資産売却益 4 60

投資有価証券売却益 233 34

特別利益合計 237 95

特別損失

固定資産除却損 26 10

投資有価証券評価損 - 0

特別損失合計 26 11

税金等調整前四半期純利益 2,265 2,902

法人税等 756 979

四半期純利益 1,508 1,923

非支配株主に帰属する四半期純利益 132 252

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,375 1,671
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

四半期純利益 1,508 1,923

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 791 1,149

繰延ヘッジ損益 - 110

退職給付に係る調整額 5 5

その他の包括利益合計 796 1,265

四半期包括利益 2,305 3,189

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,092 2,830

非支配株主に係る四半期包括利益 212 358
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期

純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。ただし、見積実効税率を使用できない

会社については、法定実効税率を使用しております。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

物流関連 食品関連 情報関連 不動産関連

売上高

外部顧客への売上高 16,502 14,676 1,147 2,658 34,985 ― 34,985

セグメント間の内部
売上高又は振替高

240 0 195 71 507 △507 ―

計 16,743 14,676 1,343 2,729 35,492 △507 34,985

セグメント利益 1,766 76 0 1,138 2,981 △725 2,256

(注) １．セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△735百万円及び未実現利益
調整額５百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であり
ます。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

物流関連 食品関連 情報関連 不動産関連

売上高

外部顧客への売上高 18,402 15,438 1,192 3,081 38,115 ― 38,115

セグメント間の内部
売上高又は振替高

537 6 209 66 820 △820 ―

計 18,940 15,445 1,401 3,148 38,935 △820 38,115

セグメント利益 2,059 77 33 1,549 3,720 △942 2,778

(注) １．セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△780百万円、のれん償却額
　 △169百万円及び未実現利益調整額４百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。
２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「物流関連」セグメントにおいて、第１四半期連結会計期間に株式会社シンヨウ・ロジの全株式を取得し、

連結子会社にしております。当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては1,132

百万円であります。

なお、発生したのれんの金額は、当第３四半期連結会計期間末において取得原価の配分が完了していない

ため、暫定的に算出された金額であります。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第３四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年12月31日）

　 （単位：百万円）

報告セグメント
合計

物流関連 食品関連 情報関連 不動産関連

国内物流 13,442 ― ― ― 13,442

国際物流 1,861 ― ― ― 1,861

玄米卸売販売 ― 3,398 ― ― 3,398

精米卸売販売 ― 10,758 ― ― 10,758

システム開発、保守等 ― ― 1,054 ― 1,054

棚卸支援機器レンタル ― ― 84 ― 84

その他 194 519 8 74 797

顧客との契約から生じる収益 15,498 14,676 1,147 74 31,397

その他の収益 1,003 ― ― 2,584 3,588

外部顧客への売上高 16,502 14,676 1,147 2,658 34,985

当第３四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年12月31日）

　 （単位：百万円）

報告セグメント
合計

物流関連 食品関連 情報関連 不動産関連

国内物流 15,052 ― ― ― 15,052

国際物流 2,231 ― ― ― 2,231

玄米卸売販売 ― 3,400 ― ― 3,400

精米卸売販売 ― 11,501 ― ― 11,501

システム開発、保守等 ― ― 1,105 ― 1,105

棚卸支援機器レンタル ― ― 83 ― 83

その他 162 528 2 78 771

顧客との契約から生じる収益 17,446 15,431 1,192 78 34,148

その他の収益 955 7 ― 3,003 3,966

外部顧客への売上高 18,402 15,438 1,192 3,081 38,115

　


